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研究成果の概要（和文）：本研究は、家族介護者による不適切処遇について関連要因を明らかにし、縦断的な解
析を行うことで不適切処遇に係るリスク要因を解明した。これらの解析結果に基づき、不適切処遇ハイリスク者
抽出チェックリスト項目を同定した。

研究成果の概要（英文）：The present study was aimed at elucidating factors related to Potentially 
Harmful Behavior (PHB) among family caregivers who looked after older people with disabilities. The 
data obtained from the older people with disabilities and family caregivers who had resided in X 
municipal government were cross-sectionally and longitudinally analyzed. These analyses elucidated 
items which were thought to be suitable for including a checklist for identifying PHBs among family 
caregivers. 
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キーワード： 不適切処遇

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
在宅で要介護者を介護する者（以下、家族介護者）は数百万人と推定され、その数は増加の一途を辿っている。
現在、在宅介護に伴う、家族介護者による、要介護者への虐待行為が社会問題となっており、特に、虐待の先駆
的行為である不適切処遇を行う可能性が高い者（以下、ハイリスク者）を迅速に抽出することが喫緊の課題とな
っている。本研究は、不適切処遇の関連要因および発生要因を多変量解析等を用いて明らかにし、その解析結果
に基づき、ハイリスク者を迅速に抽出することができるようなチェックリスト作成により現場でのニーズに応え
るものであり、社会的意義は相応にあるものと思われる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
在宅で要介護者を介護する者（以下、家族介護者）は数百万人と推定され、その数は増加の一途
を辿っている。現在、在宅介護に伴う、家族介護者による、要介護者への虐待行為が社会問題と
なっており、特に、虐待の先駆的行為である不適切処遇を行う可能性が高い者（以下、ハイリス
ク者）を迅速に抽出することが喫緊の課題となっている。なお、家族介護者による不適切処遇と
は、虐待よりも広い概念であり、「要介護者に危険が及ぶ虐待行為に適切に対応するためには、
虐待行為のみならず、その前駆状態とも考えられる行為をも包含した、不適切処遇（Potentially 
Harmful behavior）に着目し、実態把握をしていくべきである」と提唱されている。申請者ら
は、上述の定義に則って、家族介護者の不適切処遇に関する実態調査を行った（Sasaki&Arai et 
al, 2007）。不適切処遇に関しては、サンプル数が中―大規模の横断研究（この場合 n=100 以上）
および縦断研究については小規模であっても先行研究が寡少である。 
 
 
２．研究の目的 
そこで、本研究は、不適切処遇に関する横断的・縦断的な解析を行い、まず、代表性が担保され
ている大規模集団(T1 データ)を対象として不適切処遇の割合及び不適切処遇の関連要因を明ら
かにすること、次に、縦断データを用いて不適切処遇の発生率とリスクファクターを明らかにす
ること、これらの解析をもとに不適切処遇ハイリスク者抽出チェックリストを作成することを
目的とする。 
 
 
３．研究の方法 
 
本研究では、上田ら(2000)が作成した不適切処遇質問票を用いた。同質問票は、「思わず叩いた
りつねったり蹴ったりしてしまう」、「わざと一人きりにしておく」、などの項目をはじめとする
9種類の不適切処遇行為を、過去半年以内に行ったことがあるか否かを家族介護者に尋ねる自記
式質問票であり、妥当性については、申請者が、原著者の上田らとともに検討を了している（Arai 
et al, 2014）。まず、T2時調査データのうち、介護者の不適切処遇部分のデータについてクリ
ーニングを行い、横断データを確定させる。その後、この T2横断データと T1調査データを用い
て、不適切処遇に係る縦断データセットを確定させる。次に T1 データを用いて関連要因につい
て検討する。 
 
次に「T1 時に不適切処遇を行っていなかった介護者のうち、T2 時に不適切処遇を行うようにな
った介護者」（A群と称する）と「T1時に不適切処遇を行っていなかった介護者のうち、T2 時に
も不適切処遇を行っていなかった介護者」（B群と称する）を同定し、発生率を算出する。次に A
群と B群の特性を比較し、ロジスティック回帰分析を行い、在宅介護継続者における不適切処遇
の発生に係るリスクファクター（要因）を明らかにする。この分析を了することで、不適切処遇
リスク要因が明らかになるため、これに基づき、申請者が不適切処遇ハイリスク者抽出チェック
リスト項目（案）を作成する。このチェックリスト案に対する現場の意見を収集・勘案した上で
不適切処遇ハイリスク者抽出チェックリストを作成する。 
 
 
 
 
 
４．研究成果 
 
家族介護者のうち、不適切処遇を行っていると回答した者（以下、不適切処遇あり群）が 1599
名であり、ないと回答した者（以下、不適切処遇なし群）が 2410 名であった(39.8%)。 
次に不適切処遇あり群となし群において、家族介護者の特性ならびに要介護者の特性を
univariate analyses を用いて比較した。さらに、当該解析において有意差がみられた要因間に
おける相関係数を算出」したところ、相関係数が一定値以上の関連性がみられた変数の組が複数
存在した。その後の解析における多重共線性を回避するため、複数の変数を除外することとした。
その上で、不適切処遇の有無を従属変数とし、独立変数としては家族介護者の同別居、家族介護
者の The Center for Epidemiologic Studies Depression Scale（CES-D）得点等の変数を用い、
multiple logistic regression analysis を行ったところ、投入した変数（要因）全てが不適切
処遇のリスクファクターであることが明らかになった。T2 横断データと T1 調査データをマッチ
ングさせた不適切処遇に係る縦断データをもとに発生群と非発生群の T1 における介護者の属性



を比較した。経済状態、続柄など、ぞれぞれの変数について、Chi-square test または Fisher’
s exact test を行ったところ、経済状態のみに関連がみられた。また、Student’s t-test を用
いて、J-ZBI_8、CES-D 得点等を比較したところ、いずれの変数においても有意差がみられた。
また、要介護者側の変数について Chi-square test または Fisher’s exact test を行ったとこ
ろ、心理行動症状のみ関連がみられた。さらに、Student’s t-test を用いて、年齢、要介護度
等を比較したところ、いずれの変数においても有意差はみられなかった。次に、当該解析におい
て有意差がみられた要因間における相関係数を、Spearman’s rank correlation analyses を用
いて検討したところ、相関係数が一定値以上の関連性がみられた変数の組が複数存在した。その
後の解析における多重共線性を回避するため、2 つの変数を除外することとした。その上で、不
適切処遇の発生を従属変数とし、独立変数としては家族介護者の J-ZBI_8、経済状態等を投入し、
multiple logistic regression analysis を行ったところ、J-ZBI_8 得点などの要因がリスクフ
ァクターであることが明らかになった。これらの解析結果を踏まえ、不適切処遇チェックリスト
に含む項目を同定した。 
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